
『幼稚園の現場から』 
26・お話あそび会（その3） 

原町幼稚園園長　鶴谷主一（静岡県沼津市）	

お話あそび会（その１/マガジン24号）で

は、幼稚園・保育園における発表会の構造的

な問題、（その２/25号）ではお話あそび会

の具体的な取り組みについて書きましたが、

今回はその活動を保護者に伝え、理解を得て

いくための具体的なプロセスを見ていきま

す。	

私立幼稚園の保育が経営と結びついている

宿命的な運命については（その１）の冒頭で

述べていますので繰り返しませんが、園で自

分たちが考える良い保育をしようと思った

ら、主旨を保護者に伝え理解を得ていくこと

は必ず必要なことです。とくに、今まで行っ

てきたことと違う方針や行事に切り替えると

きは、必須となるでしょう。 

私たちも、最初のころは試行錯誤しながらでした

が、一定の手がかりが持てるようになってからは、次

のような手順で保護者の皆さんに活動のことを伝えて

います。	

1.学期のはじめなどの保護者会でお話あそび会の概要

を園長が話す。	

2.クラスのお便りで、テーマや実際の子どもたちの取

り組みについて随時お知らせしていく。	

3.特集号という形で、園全体の取り組みをお知らせす

る。	

4.当日開始前の前説で、オリジナルストーリーと舞台

の構成、お話あそび会の特徴をふまえた観覧のポ

イントなどを具体的な“場”を見ながら園長・担

任等が解説する。 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お話あそび会当日（年少組） 
子どもが入場してからの担任前説 
この前に園長前説が既に終了している。 
※観客はクラスの保護者と希望者のみ 
※観客席、舞台設定はクラスごとに変えられる。今回はフロアーを存分に使う構成 
※観客が次の舞台（クラス）を見るためには一旦退場してから再入場する



デΒパぺ™アめ伝ぢィ


　クラスだよりは、日々の出来事や活動の紹介など、月に２〜３通発行している担任が書くお便りです。	

お話あそび会の取り組みについては、取り組みの報告から、衣装のお願い、配役が決まった経緯など、年

齢、時期によって必要な内容のお便りが発行されます。 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衣装お願い号	

（年中組）
いよいよ明日号	

（年中組）



	

保護者と園を繋ぐ要となるのは	

なんといってもクラス便りです。	

子どもたちがイキイキと活動に取り組んでいる	

姿、担任自身も一緒に楽しんでいる姿を伝えることが何より大切です！	
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こども参加号（年長組）

いよいよ明日号（年長組）

お礼号（年長組）



特集号め伝ぢィ


　クラス便りで、クラスの子どもたちのリアルな様子が伝えられるとともに、この活動で子どもの何が育つ

のかを園の方針として伝えます。「なんのためにどんなことをしているのか」が理解されないと活動のねら

いも伝わりません。ただ、理屈を書き並べても伝わらないので、できる限り最小限のことばで、毎年ちょっ

とずつ角度を変えて３年間でより深められるような構成を狙っています。	

この特集号という手法は運動会や音楽会という行事でも使われます。 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←片面Ｂ５サイズで	

色上質紙にモノクロ印刷	

した袋とじの冊子になり	

ます

表紙と４ページまで　	

園長が主旨を書きます	

　　　　↓　
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５〜８ページは、	

クラスごとのテーマとあらすじ、	

舞台設定などを載せます。↓	

↑２ページでこの行事の特徴、３ページでねらい、４ページで具体的な姿、そして間に各クラス

の舞台設定やキャストを挟んで、裏表紙の９ページにお願いを書く。このお願いが　	

観覧するお客さんを、傍観者から参加者という意識に立ってもらうのに大切だと思っています。



お話あそび会は、おおむね１月下旬から１週ごとに２クラスずつ行われます。	

１周目に年少組が２クラス、２週目と３週目に年中長が２クラスずつです。	

３週間の時差があるため、年少組に特集号を配布する時期には３週目のクラスの内容、キャストも決まって

いないことが多いのです。そのため、年少版を出した次の週に、特集号年中長版を改めて発行します。	

つ話ぜぷろ廻パムホロ 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保護者よ方づァ

最後に、この活動がどう保護者に伝わっていったか見ていきます。	

こんなエピソードもあります。原町幼稚園を寿退職して愛知県に引っ越した先生が、幼稚園に再就職し

ました。年長の担任を担当したとき、年末の発表会に「お話あそびをやらせてほしい」と園長に直訴した

そうです。その園では一般的な生活発表会を行っていたので、年長は劇を演じることが恒例だったそうで

す。通常の劇というと、市販のパック教材を使っての劇だったと思います。そこで初めてお話あそび会形

式の発表を行ってみたところ、保護者にも園長にもとても喜ばれたと報告してくれました。柔軟に受け入

れてくれた園長先生にも感謝ですが、「良い」と思ったことを実践する先生にも感心しました。	

さて、長くなりましたが、2007年度に保護者の方から涙が出るほど嬉しかった感想を頂いたことがあ

りますので、それを要約して紹介します。	

『なんという楽しい会でしょう！』というタイトルで始まり、もっともっと見ていたいと思いました。	

先生と子どもたちが一生懸命作り上げた作品を、クラス全員が自信を持って楽しく取り組んでいること

が伝わってきて、何度も胸が熱くなりました。•••と書いてありました。	

まさに、お話あそび会は、演劇活動を通して子どもたちのイキイキした姿や成長を見せる場であり、短

いことばでそれを言い表してくれていることに感動いたしました。「楽しさ」は、「ハイやりますよ、つ

ぎ覚えて！ほら言う通りにしっかりやって！」なんて姿勢の保育では生まれてきません。子どもの中に意

欲の炎が燃えていないとダメなのです。そして意欲を燃やすためのエネルギーはこれまた「楽しさ」。 
感想を頂いてから、もう10年も経っていますが、毎回毎回新しい課題に悩みつつ、この面倒で手間の

かかる、とても楽しい活動を続けています。	

面白そうだなあ！と思われた保育者の方、ぜひぜひやってみて下さい!!!	

� 	

原町幼稚園　園長　鶴谷主一	

ＨＰ：http://www.haramachi-ki.jp/	

MAIL：osakana@haramachi-ki.jp	

Twitter：@haramachikinder	

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  
「幼稚園の現場から」マガジンラインナップ	

第１号　エピソード	

第２号　園児募集の時期	

第３号　幼保一体化第	

第４号　障害児の入園について	

第５号　幼稚園の求活	

第６号　幼稚園の夏休み	

第７号　怪我の対応	

第８号　どうする保護者会？	

第９号　おやこんぼ	

第10号　これは、いじめ？	

第11号　イブニング保育	

第12号　ことばのカリキュラム	

第13号　日除けの作り方	

第14号　避難訓練	

第15号　子ども子育て支援新制度を考える	
第16号　教育実習について	

第17号　自由参観	

第18号　保護者アナログゲーム大会	

第19号　こんな誕生会はいかが？	

第20号　ＩＴと幼児教育	

第21号　楽しく運動能力アップ	

第22号　〔休載〕	

第23号　大量に焼き芋を焼く	

第24号　お話あそび会（その１・発表会の意味）	

第25号　お話あそび会（その２・取り組み実践）	
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
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